
 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                   

 

当ＪＡ管内には、切花、花壇苗、鉢物、花木と多種多様な花づくりに毎日励む農家さんが数多くおられます。 

そんな方々と栽培されている花を少しでも知っていただくために、地域特産のお花を紹介していきます。 

今回は伏見区桃山の月本誠さんをお訪ねしました！ 

 

                                

 

 

 

          

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ管内には個性豊かな花農家さんの部会が 6 つもあり様々なお花を栽培されています。皆さんに興味を持っていただける

きっかけとなるようにこれからも定期的にお花を紹介していきたいと思います！                                              

 

 

 

 

 

 

 

         ＪＡ京都中央 ２０２０年５月２６日 №４９８ 吉田 真依 

―ＴＡＣ information―  花菜根こぶ病対策 
特産「花菜」の根こぶ病対策試験を、京都乙訓農業改良普及センターと協力し、実施しています。今年

度は、土壌中の菌密度を低減させ根こぶ病抑制効果が期待できる「ギニアグラス」の効果確認を行います。

ギニアグラスはイネ科の飼料・緑肥兼用作物で良質な有機物の補給による「土づくり」と「根こぶ病対策

＝おとり効果」と良い効果が期待できます。今回は、播種作業を行いました。出穂結実前の 7 月頃にはす

き込む予定です。 

ダイアンサス（ナデシコ） 

品種：ナデシコ科ナデシコ属 

栽培時期：9月～5月中旬 

花言葉：「無邪気」「純愛」 

特徴：日本原産の品目であり約 300 品種ある

といわれている。ギザギザとした深い切込みの

花びらをしており、葉は細長く小さい。 

月本誠さん《洛南花卉部部長》 

栽培品種：ツバキ、サクラ、ハナミズキ、ヤナギ、ナノハナ、カラー、ヒマワリ、

ケイトウ、ミソハギ、ハボタン、ナデシコ、コスモス、ハナモモ等 

栽培面積：約１ヘクタール 

就農きっかけ：代々受け継がれてきた花農家、７代目。小学生の頃から家を継ぐこ

とを決心されていたそうです。   

経営方針：メインになる花を決め、その他市場相場や流行をみて作ること。 

好きな花：カラー、ヒマワリ 

嬉しかった時：家前での直売で「いつもありがとう」という言葉をもらった時                                          

月本さんから頂いたお花を本店や家に飾りました。 

お花があるだけで心も部屋もパッと明るくなります。 

皆さんもぜひ飾ってみてください！ 

播種作業の様子 



    

 

 

 


